
 3-8-2  範囲式（フリップフロップ） 

範囲オブジェクトの記法と似ていますが、条件式の中に書いた場合には範囲式（フリップ

フロップ）として動作します。 

 

▼コード 3-108 範囲式を使用した例 

5.times do |i| 

  if (i==2)..(i==3) 

    p i 

  end 

end 

#=> 2 

#   3 

 

範囲式は、それ自体がオン／オフの状態を持ちます。オフの間は左辺だけを評価し、左辺

が true になった時点でオンに切り替わって、評価結果として true を返します。オンの間

は左辺を評価せず右辺だけを評価し、右辺が true になった回はやはり true を返したうえ

でオフに戻ります。上の例では i が 2 のときにオンになり、3 のときに true を返しなが

らオフに戻るため、画面には 2 と 3 が出力されます。 

 

範囲式は (i==2)...(i==3) のようにドット 3 つでも書けます。ドット 2 つとの違いは、

左辺が true になってオンに切り替わったその回に、続けて右辺も評価するかどうかです。

ドット 2つは右辺をその場で評価し、右辺も true なら即座にオフへ戻ります（評価結果は 

true のまま）。ドット 3つはその回には右辺を評価せず、次回以降にまわします。範囲オブ

ジェクトのように「終端を含む／含まない」という違いではない点に注意してください。 

 

したがって両者の差は、開始条件と終了条件が同じ回に成立しうる場合にだけ現れます。

次の例では、ドット 2 つは i が 2 の回にオンとオフが同時に起きて 2 だけを出力します

が、ドット 3つは 2 の回に終了条件を評価しないため、以降 i==2 が成立せずオフに戻れ

ません。 

  



▼コード 3-109 開始条件と終了条件が同じ場合 

5.times do |i| 

  if (i==2)..(i==2) 

    p i 

  end 

end 

#=> 2 

 

5.times do |i| 

  if (i==2)...(i==2) 

    p i 

  end 

end 

#=> 2 

#   3 

#   4 

 


